
α）をマスク表面の圧力分布に影響する圧

力係数とし，スキージ角度と f（α）の関係を調べた。結果を図

1に示す。スキージ角度によってペースト内圧が大きく変化す

ることが分かる。ペースト内圧を一定に保ち安定した印刷を行

うためには，スキージ角度のほか，印刷速度，クリームはんだ

図1 スキージ角度と圧力係数 f（α）の関係
Relation between squeegee angle and pressure coefficient
f(α)







ムを従来機の22秒に対し，新型では8秒台を達成することが出

来た。

3.3 高精度な位置合わせ

1カメラユニットの採用により，印刷マスクと基板の認識マ

ークの同時認識が可能となった。図8にカメラユニットの構成

を示す。マスクカメラと基板カメラは独立しており，上下同軸

上に重ね合わされている。それぞれのレンズを通した画像はペ

ンタプリズムによって像の方向を補正してCCDカメラに送ら

れる。また，上下2つのカメラ間のオフセットは，印刷時にカ

メラユニット待避位置に設けたキャリブレーション治具によっ

て自動補正される。この構造によって，マスクと基板を毎回同
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を採用した。位置決め軸は全軸ACサーボモータ駆動としてお

り，I/Oは従来の配電基板から，信頼性向上のためにシリアル

リンクシステムとした。ユーザーインターフェイスはタッチパ

ネル付きの12インチのTFTカラー液晶を使用した。全操作を

タッチパネルによって対話式に行うことができるので，誰でも

短時間で操作することが可能である（図10）。


